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研究成果の概要（和文）： 
  カメルーン東部州にて、IITA カメルーンと協働して、キャッサバ改良品種の導入試験を行な
った結果、キャッサバ改良品種は貧栄養の Oxisol 環境下で土壌の酸性化を引き起こすが、在来
品種よりも約 2 倍の収量を示し、農家への普及に貢献したが、乾燥過程での品質劣化がみられ
ることが食品化学および参与調査で明らかとなった。これらの成果は、JST/JICA・SATREPS
プログラムに継続され、キャッサバ生産・加工・販売にかかわる実践的研究として農家の経営
向上に寄与する道が開かれた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Introduction of improved cassava varieties were tested in a village of eastern 
Cameroon with collaboration of IITA-Cameroon.  The results showed that improved 
varieties showed double yields of local varieties, but were less qualified in drying 
process through participatory studies. Such results were transmitted to a JST/JICA 
SATREPS program and opened a way to contribute to the welfare of farmers through 
practical studies on cassava production, processing and marketing.  
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2009 年度 18,600,000 5,580,000  24,180,000 

2010 年度 6,200,000 1,860,000 8,060,000 

2011 年度 4,500,000 1,350,000 5,850,000 

2012 年度 7,800,000 2,340,000 10,140,000 

  年度  

総 計 37,100,000 11,130,000 48,230,000 

 
研究分野・科研費の分科・細目：生物系農学分野・境界農学・環境農学・ 
キーワード：アフリカ農業開発、キャッサバ小農生産、土のう畑地造成、土壌養分動態、 

貧困削減 
 
1. 研究開始当初の背景 
 国際的な食料価格の上昇にもかかわらず、
食料輸入国となっているアフリカ諸国の現
状を前にして、輸出用商品作物生産を志向す
るのではなく、主として女性によって支えら
れてきた食用作物の安定的余剰生産が現在

最も必要であり、それを経済的な軌道にのせ
ることが食料安全保障の上でも有効である。 
 
 
2. 研究の目的 
本研究は、カメルーン東部の森林－サバン
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ナ境界域において現在行なわれている、キャ
ッサバの自給的小農生産システムに、農家レ
ベルで実行可能な最小限の改良を加えるこ
とによって、余剰キャッサバの持続的な生
産・加工・流通システムを確立することを目
的とする。そのために必要な条件（植生－土
壌養分循環、栽培法、土壌保全法）を現地調
査・試験によって明らかにすると同時に、現
行のキャッサバ加工・販売法を改善する方途
を探ることによって、新たな農業景観の創出
を、作物生産・加工・販売を一貫したプロセ
スとして結合させることがアフリカ農業の
持続的発展の道であることを実証する。 
 

3. 研究の方法 
①調査地では、森林とサバンナが画然とした
境界で接しているが、両者の生態環境条件の
違いを、気象、土壌養分、土壌呼吸の長期モ
ニタリングによって明らかにする。②当地の
土壌は、風化の強く進んだオキシソル（フェ
ラルソル）で、下層に鉄結核からなる礫層が
存在する。この礫を用いた土のうによって畑
の土壌流亡の防止と、キャッサバの増収効果
がどの程度見込まれるのかを定量的に明ら
かにする。③現地圃場において、IITA(国際
農業研究所）カメルーンとの共同で、キャッ
サバの改良品種を含む現地栽培試験、施肥試
験をおこない、4年間で現行の 1．5倍のキャ
ッサバ増産を可能とする条件を、肥沃度管理
とあわせて明らかにする。④余剰キャッサバ
を現地で可能な条件で、省力的に加工する方
法を開発する。キャッサバおろし機、乾燥機
などの導入を試み、それらの管理、運営をに
なう共同組合の育成を図る。現状では、農家
単位に乾燥キャッサバ（フフ）の路上販売が
おこなわれているが、組合をベースにした余
剰キャッサバの販売ルートの拡大をはかり、
それが農家レベルで貧困削減にどの程度寄
与するのかを明らかにする。 
 
4. 研究成果 

①森林－サバンナの生態条件の違い： 
2 年間の気象、土壌溶液モニタリングの結果、
森林下では、表層の有機物層で硝酸が生成し、
30cm 以下の系外に流出するのに対し、サバン
ナでは、硝酸の生成がみられず、土壌養分は

系内に残存していたことは、サバンナの耕地
としての優位性を示していた。 
 
②土のう垣の土壌侵食防止効果： 

土壌侵食に対する土のう垣の効果をモニタ
リングした結果、降雨が表面流去する割合と
土壌侵食量には比例関係がみられ、土のう垣
の効果は、降雨の土壌浸透割合を増加させる
ことによって土壌流亡量を減少させること
が明らかとなった。 
③キャッサバ改良品種の生育試験結果と土
壌の酸性化： 
2 年間の試験により、キャッサバ改良品種は、
在来種の 5t/ha（新鮮塊茎重）に対して、
11-15t/ha の収量を示した。推奨される収量
は 20-30t/ha であるが、これは当地の土壌が
貧栄養であるためと解釈された。また、2 年
間の耕作により、土壌 pH が最大で 0.7 低下
した。 

また、キャッサバ耕作土壌の pH は、4.5 から
5.5 の範囲にあった。このことは、キャッサ
バは、酸性の条件でも土壌養分を吸収するこ
とができ、それを吸いつくすことによって土
壌 pH を 4.5 まで低下させることが明らかと
なった。 
④キャッサバ改良品種の農家受容と普及の
プロセス： 
キャッサバ試験で生じた種茎、および塊茎は、
圃場管理に参加した女性中心のグループに
配布されたため、農家における改良品種の普
及はめざましく、2 年間で村内に行きわたっ
た。しかし、改良品種は収量にまさっている



 

 

が、水浸、乾燥過程で変色し、商品価値が下
がるため、能率よく乾燥することのできる施
設の必要性が明らかとなった。 
⑤本研究のインパクト； 
以上の結果は、2011 年度に開始された
JST/JICA・SATREPS プロジェクトに引き継が
れ、キャッサバ加工施設の建設と、マーケッ
ティングを含んだより実践的な研究へと移
行している。カメルーンにおけるキャッサバ
改良品種の普及は、IITA(国際熱帯農業研究
所)、PNDRT（国家根茎普及プロジェクト）が
精力的におこなっているが、農村レベルでの
詳細なデータは乏しく、本研究は農村世帯レ
ベルと、国家プロジェクトのギャップを埋め
る役割りをはたした意義は大きい。最終年度
の 2013 年 2 月には、IITA カメルーンにおい
て、国際シンポジウムを開催し、キャッサバ
の生産・加工・販売にかかわる国際的研究ネ
ットワーク形成に貢献した。 
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